
事業報告附属明細書（事業別報告） 

 

法人運営事業 

法人運営事業（６９，６６５，５５２円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（運営補助金）                 ５３，９８３，０００円〈収〉 

 会費（団体会員５３件、個人会員１，１５０件、賛助会員１７口） ５２１，０００円〈収〉 

 共同募金運動啓発助成金                    １８９，０００円〈収〉 

 バナー広告掲載料                        ６０，０００円〈収〉 

 ホームヘルプサービス事業から繰入             １，１００，０００円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業から繰入               ４，２００，０００円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         １，２４７，０１２円〈収〉 

 法人後見事業から繰入                     ２２８，９９０円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員等人件費               ６５，４２８，８９９円〈支〉 

 事務所使用料                         ４５３，４５０円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。事務所使用料の総金額は３，０２２，９９５円） 

 社協だより「いきいき」発行費                 ７８４，２４５円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。社協だより発行費の総金額は２，２４０，７００円） 

 弁護士法律相談費用                       ６９，９３４円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。弁護士法律相談費用の総金額は２０９，８００円） 

 固定資産取得費（パソコン４台）              １，０７７，４１４円〈支〉 

 その他法人運営にかかる事務費等              １，８５１，６１０円〈支〉 

（２）職員構成（令和８年３月３１日現在） 

 ▽部署別 

部署名 人数 

常務理事兼事務局長 １  

事務局次長 ２  

センター次長 １  

総務係 ２  

地域福祉係 ３  

生活支援係（ヘルパー、生活支援員を含む） ３１  

地域包括支援センター １３  

合  計 ５３  

 ▽区分別 

区分名 人数 

市派遣職員 １  

一般職員 １４  

嘱託職員 １２  

非常勤職員 ２６  

合  計 ５３  



（３）会員加入状況 

区分 加入数 会費（年額） 

個人会員 １,１５０名 ３００円 

団体会員 ５３団体 ３,０００円 

賛助会員 １７口 １口 １,０００円 

（４）固定資産物品取得状況 

固定資産物品 台数 

パソコン（ノート型）   ６ 

合  計   ６ 

（５）物品貸出状況 

貸出物品 貸出数 貸出物品 貸出数 

車いす ３３４ 白杖  ２０ 

高齢者疑似体験グッズ   ０ 楽器セット   ０ 

視覚障がい者疑似体験キット   ０ モルック   ６ 

アイマスク   ０ プロジェクター   ７ 

点字器  ６０ ワイヤレスアンプ   ２ 

（６）情報公開・個人情報保護の状況 

 ▽情報公開請求件数 １件（地域福祉活動支援事業） 

 ▽保有個人データの開示等請求件数 １件（介護予防支援事業） 

（７）苦情受付状況 

 ▽苦情受付件数 ０件 

（８）監査・調査状況 

監査・調査名 実施日 実施者 

地域包括支援センター事業評価 ５月８日 橿原市福祉部長寿介護課 

令和７年度介護サービス事業所等

に対する運営指導 
６月１２日 奈良県福祉保険部総務課 

令和７年度障害福祉サービス事業

所等に対する運営指導 
６月１２日 奈良県福祉保険部総務課 

令和７年度第一号事業所に対する

運営指導 
６月１２日 橿原市福祉部長寿介護課 

生活福祉資金及び臨時特例つなぎ

資金貸付等事務費監査 
７月１５日 奈良県社会福祉協議会 

厚生常任委員会所管事務の調査 ７月２３日 橿原市議会厚生常任委員会 

共同募金委員会巡回訪問 ８月２０日 奈良県共同募金会 

（９）研修生・実習生等受入状況 

 ▽研修生・実習生等受入件数 ０件 



（１０）後援等の状況 

 ▽後援 

催  名 日  程 申請者 

人生１００年時代をいきいき過ごすセミ

ナー 
令和７年９月２０日、

１０月４日、１８日 
一般社団法人奈良県健康

生きがいづくり協議会 

学びを助ける支援ツール体験展示会 令和７年１０月５日 スノーキャンパス 

第８回かしはら市ボランティアフェステ

ィバル 

令和７年１０月１８日 橿原市ボランティア連絡

協議会 

令和７年度第４６回奈良県保育研究大会 令和７年１２月２０日 奈良県保育協議会、奈良県

保育協議会保育研究大会

運営委員会 

わたぼうしかしはらコンサート 令和７年１１月２２日 橿原市身体障害者福祉協

会 

アンクルン音楽クラブ con brio コンサー

ト つなげよう 音もこころも 

令和７年１２月６日 アンクルン音楽クラブcon 

brio 

橿原市制７０周年記念・社会福祉事業協賛

「ワールド・ドリームサーカス橿原公演」 

令和７年１２月２６日

～令和８年４月６日 

株式会社奈良新聞社 

令和７年度奈良県児童福祉施設連盟第２

８回音楽交流会 “アート・コミュニケー

ション”２０２６ 

令和８年２月７日 奈良県児童福祉施設連盟 

おしゃべりサロン「えがお」 令和８年４月１５日、

５月１５日、６月１５

日、７月１５日、９月１

５日、１０月１５日、１

１月１６日、１２月１

５日、令和９年１月１

５日、２月１５日、３月

１５日 

傾聴ボランティアえがお 

 ▽協賛 

催  名 日  程 主  催 

日本女性会議２０２５橿原 令和７年１０月３日～

５日 
日本女性会議２０２５橿

原実行委員会、橿原市 

（１１）羽毛製品の回収状況 

 ▽羽毛製品のリサイクルによる寄付額 ３，１２０円 

品  名 枚数 

羽毛ふとん（充填量１kg 以上） ７  

羽毛ふとん（充填量１kg 未満） ２  

ダウンジャケット ６  

合  計 １５  

  ※令和７年６月１０日～１０月３１日 

（１２）その他 

 ▽社協だより「いきいき」の発行 

   第７７号（令和７年７月）、第７８号（令和７年１０月）、第７９号（令和８年１月）、第８０号（令

和８年４月）を発行（「広報かしはら」に折込）する。 



 ▽ホームページや SNS による情報発信 

   社協ホームページ https://kashi-syakyou.or.jp/ 

   社協インスタグラム kashiharasyakyou 

 ▽職場内研修の実施 

開催日 内  容 備考 

６月２６日 
感染症予防及びまん延防止研修・訓練

（指定介護予防支援事業所） 
 

７月１０日 コンプライアンス研修 講師 東海
とうかい

伸晃
のぶあき

 弁護士 

７月１８日～８月１日 人権問題研修 動画研修 

９月３日～２９日 アサーティブコミュニケーション研修 階層別動画研修 

９月１８日 

感染症予防及びまん延防止研修・訓練

（指定訪問介護事業所・指定第一号訪

問事業所・指定居宅介護事業所） 

 

９月１８日 

虐待防止研修・身体拘束等適正化研修

（指定訪問介護事業所・指定第一号訪

問事業所・指定居宅介護事業所） 

 

１０月３０日 
虐待防止研修・身体拘束等適正化研修

（指定介護予防支援事業所） 
 

１２月１８日 

業務継続計画研修 

（指定訪問介護事業所・指定第一号訪

問事業所・指定居宅介護事業所） 

 

１月１４日～３１日 安全運転講習 動画研修 

１月２０日～２月１０日 ハラスメント研修 動画研修 

１月２８日 
業務継続計画研修・訓練 

（指定介護予防支援事業所） 
 

 ▽奈良県いっせい地震行動訓練に参加（７月９日） 

 ▽ハラスメント撲滅宣言（８月１日） 

   ハラスメントに対して職員が一丸となって取り組んでいく姿勢を明らかにするため、ハラスメ

ント撲滅宣言を会長が表明する。 

 ▽消防訓練の実施 

   消防訓練（消火訓練）の実施（８月２２日） 

   消防訓練（避難訓練、救命講習）の実施（２月６日） 

 ▽健康診断の実施 

   ストレスチェック（９月１６日～９月３０日）２８名受検 

   VDT 健康診断（１１月６日、２０日）４名受診 

   定期健康診断（１月１４日）４４名受診 

 ▽感謝状の贈呈 

   社会福祉の増進に尽力し、その功績が顕著な社協会員等に感謝状を贈呈する。 

   感謝状贈呈日 １１月３日 

   感謝状被贈呈者 ６１名、１団体 

 ▽事業継続計画（BCP）～災害時対応の手引き～の策定（１２月１日） 

   大規模災害の発生時においても円滑かつ適切な業務執行を行うため、非常時優先業務やその執

行体制、対応手順、必要な資源の確保等について明示した「事業継続計画（BCP）」を策定する。 



 

役員会等事業（１６７，５７８円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入     １６７，５７８円〈収〉 

 理事会・評議員会等の開催にかかる事務費      １６７，５７８円〈支〉 

（２）理事会・評議員会・運営委員会開催状況 

区  分 回数 議案件数 延出席者数 

社会福祉協議会理事会（決議の省略を含む） ５ ２４ 
６６ 

（監事含む） 

社会福祉協議会評議員会（決議の省略を含む） ３  ８ 
４２ 

（理事・監事含む） 

橿原市共同募金委員会運営委員会 ３  ３ 
３９ 

（監事含む） 

（３）委員会等開催状況 

区  分 回数 延出席者数 

社会福祉協議会監査 １  ３ 

評議員選任・解任委員会 １  ５ 

職員採用試験委員会 １  ３ 

感謝状贈呈審査委員会 １  ４ 

職員衛生委員会 ２ １４ 

感染対策委員会 ２ １４ 

虐待防止検討委員会 １  ８ 

身体拘束適正化検討委員会 １  ８ 

橿原市共同募金委員会監査 １  ３ 

橿原市共同募金委員会審査委員会 ２ ２０ 

  ※監査及び評議員選任・解任委員会については、出席理事数を含む。 

（４）役員等研修状況 

 ▽理事・監事・評議員 研修会・情報交換会 

開催日 内  容 参加者数 

９月３０日 
（第１部） 情報交換会「各団体の取組・活動について」 

（第２部） 研修会「手話体験～手話を学ぼう～」 
２３ 

 

地域福祉活動支援事業 

地域福祉活動支援事業（１０，０３４，７８８円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         ２，０３４，４８８円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入  １，６２６，８８１円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                   ３７５，９４１円〈収〉 

 地域福祉基金運営事業から繰入               １，８０３，８３２円〈収〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金           ５，１６１，３６９円〈支〉 

 事務所使用料                          ７５，５７５円〈支〉 

 広報・啓発費用                        ３３６，１０５円〈支〉 



 その他地域福祉推進のための事業費・事務費           ２６１，７３９円〈支〉 

 法人運営事業に繰出                    ４，２００，０００円〈支〉 

（２）各小学校区地域福祉推進委員会活動の支援 

 ▽各小学校区において地域福祉活動の中心となり、その充実が橿原市における地域福祉の発展に寄

与することから、地域福祉推進委員会の運営及び活動に対して助成し、支援する。また、地域住民

同士のつながりを強め、支え合い・助け合いを活発化することができるよう、地域の交流を促進す

るとともに、その参加者から次世代の担い手の発掘・育成を図る。 

 ▽地域福祉推進委員会と自治会、民生委員・児童委員、地域住民等との連携を図り、日々の生活の中

で異変に気付いた場合に、関係団体や専門機関に相談・連絡するといった“緩やかな見守り”を推

進する。 

 ▽広報紙・ちらしづくり講座や SNS 活用講座を実施し、若い世代の参加の推進と担い手の発掘・育

成につなげる。 

 地域福祉推進委員会スキルアップ講座実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

８月２９日 
内容 集まる楽しいチラシの作り方 

講師 グラフィックデザイナー 杉井
す ぎ い

江里亜
え り あ

 氏 
２０ 

９月１１日 

・１２日 
QR コード、インスタグラム等の活用方法 １６ 

（３）市地域福祉推進連絡協議会との連携 

 ▽市内１５小学校区の地域福祉推進委員会等で組織する市地域福祉推進連絡協議会との連携により、

校区間の情報の共有を図り、地域福祉ネットワークを構築する。 

 橿原市地域福祉推進連絡協議会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

７月１４日 
議題 令和６年度事業報告及び収支決算について 

   令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
１８ 

２月２０日 

内容 軽スポーツ体験「モルック」 

講師 橿原市スポーツ推進委員 

意見交換会 各小学校区の取組や課題について 

２５ 

（４）コミュニティ自動車の貸与 

 ▽地域福祉推進委員会が実施する活動や取組等への利用者の送迎のため、社協の車両をコミュニテ

ィ自動車として貸与する。 

 利用状況 

車  種 貸与団体数 貸与日数 延利用者数 

キャラバン（１０人乗り） ２ ４５ ７０８ 

（５）出前講座実施状況 

 ▽地域福祉の周知啓発を図るため、出前講座を開催する。 

開催日 テーマ 対  象 参加者数 

６月１３日 つながり・支え合う地域づくり 地黄町三和会 ２５ 

 



見守り活動支援事業 

見守り活動支援事業（１，４８５，９１７円） 

▽見守り活動支援事業 

  住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、民生委員・児童委員が実施する一人暮らし高

齢者等の見守りや安否確認等を目的とした見守り活動を支援する。 

  実施団体数 ６団体   利用者数 １，７７３名   延利用者数 ２０，３４６名 

▽ふれあい電話訪問サービス事業 

  高齢者に対し、ふれあい（話し相手や見守り等）のため、ボランティアによる電話訪問を行う。 

  実施日 火曜日（午前１０時～午後３時）、金曜日（午前１０時～正午）※第５週目を除く 

  登録ボランティア数 １９名   協力ボランティア数 延３４６名 

  利用者数 ３６名        電話訪問件数 延１，４７７件 

▽ふれあい電話訪問ボランティアの養成及び資質向上を図るため講座を開催する。 

 ふれあい電話訪問ボランティア養成講座実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

８月８日 
内容 電話訪問における傾聴技法について 

講師 吹田傾聴「ほほえみ」 長谷川
は せ が わ

美津代
み つ よ

 氏 
１８ 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入            ２５，６２２円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入  １，４６０，２９５円〈収〉 

 見守り活動にかかる事業費                 １，４６０，２９５円〈支〉 

 ふれあい電話訪問サービスにかかる事業費             ２５，６２２円〈支〉 

 

ふれあいサロン事業 

ふれあいサロン事業（５，３０２，３８７円） 

▽６５歳以上の人を対象に、地区公民館等で行う体操や手芸などをメニューとした住民主体のサロン

活動を支援する。参加者の閉じこもりや心身機能の低下、要介護状態等への進行を予防するととも

に、地域の見守りの強化を図る。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ５，３０２，３８７円〈収〉 

 ふれあいサロン活動のための助成金       ４，８０７，５２４円〈支〉 

 広報・啓発費用                  ２２４，０７０円〈支〉 

 その他事務費                   ２７０，７９３円〈支〉 

（２）ふれあいサロン実施状況（於：各地区公民館等） 

地区名 名  称 回数 延利用者数 開催日時 

真 菅 ますげいなほ会  ２４ ５５１
第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

今 井 今井校区ふれあいサロン  ２３ ４１０
第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

新 沢 新沢地区ふれあいサロン  ２２ ５０６
第 2・第 4 火曜日 

午後 1 時～午後 3 時 



香久山 香久山地区ふれあいサロン  ３５ ８８９
第 1・第 3・第 4 土曜日 

午後 1 時～午後 3 時 

晩 成 晩成ふれあいサロン  ４３ １,６６５
木曜日（第 5 木曜日を除く） 

午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

畝傍南 畝傍南ふれあいサロン  ２２ ８６２
第 2・第 4 水曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4 時 

畝傍北 畝傍北ふれあいサロン  ２２ ９６０
第 1・第 3 木曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4 時 

白 橿 サロンしらかし広場  ４１ １,５９１
火曜日（第 5 火曜日を除く） 

午後 1 時～午後 3 時 

耳 成 ふれあいサロン耳成  １７ ５４１
月 1 回開催 

開催ごとに異なる 

耳成南 
耳成南ふれあいサロン 

～イトヤキ会～ 
 ２２ ９８７

第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

真菅北 真菅北ひまわりサロン  ２２ ７１１
第 2・第 4 火曜日 

午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

鴨 公 
鴨公まほろばふれあい 

サロン 
 １２ ３９７

第 4 金曜日 

午前 10 時～正午 

合  計 ３０５ １０,０７０  

  ※３地区（新沢、畝傍南、白橿）のふれあいサロンと協働し、中学生ボランティア９名の受入を実

施 

（３）ふれあいサロンネットワーク会議実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

６月２３日 
令和７年度ふれあいサロン事業について 

意見交換会 
２３ 

３月１３日 
令和８年度ふれあいサロン事業について 

意見交換会 
２１ 

 

生活支援体制整備事業 

生活支援体制整備事業（１，７８８，０００円） 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，７８８，０００円〈収〉 

 人件費                    １，６２１，７００円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １１２，０３５円〈支〉 

 生活支援サービスの体制づくりのための事業費     ５４，２６５円〈支〉 

（２）生活支援体制整備事業 

 ▽地域包括支援センター（第２層）の生活支援コーディネーターとの連携を図り、地域の現状や課題

を地域住民や関係団体等と共有するとともに、解決に向けた話し合いのため、日常生活圏域で開

催される「生活支援地域ケア会議」に参加する。 

 実施状況 

名  称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 １４ ２１９ 



 ▽地域包括支援センター（第２層）の生活支援コーディネーターとの連携を図り、高齢者にとって日

常生活に役立つ地域資源に関する情報を整理したリストやマップを作成・更新し、地域住民への

周知や活用促進を図る。 

   ・買い物支援サービス実施店 

   ・高齢者の地域の居場所 

   ・訪問理美容店舗 

 

ボランティア推進事業 

ボランティア推進事業（１，８４３，４２５円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入     ５７６，３８８円〈収〉 

 ボランティア活動保険加入             ９９５，０５０円〈収〉 

 ボランティア活動保険掛金             ９９５，０５０円〈支〉 

 南都・松下等基金積立金ボランティア活動助成金   ２００，９００円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １１２，０３５円〈支〉 

 その他事業費・事務費               ５３５，４４０円〈支〉 

（２）災害ボランティアセンターの取組状況 

 ▽「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」に基づき、災害発生時にセンターの円滑な設

置ができるよう、災害ボランティアセンター設置・運営訓練を実施する。訓練では、より効率的な

運営を図るため、ICT（災害支援システム）を活用する。 

 災害ボランティアセンター設置・運営訓練実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

１月３１日 大規模地震の発生を想定した訓練 ５６ 

 橿原市議会総務常任委員会委員との意見交換会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

１０月２９日 災害ボランティアセンターについて ６ 

（３）福祉教育の推進 

 ▽SNS を活用したボランティアを募集したい人と参加したい人をつなげるボランティアマッチング

により、福祉教育を推進する。 

 ▽小・中・高等学校に対する出前講座の実施により、福祉教育を推進し、社会福祉への理解と関心を

深める。 

 福祉教育出前講座実施状況 

開催日 内  容 対  象 参加者数 

１１月１９日 つながり・支え合う地域づくり 耳成南小学校５年生  ８７ 

１２月１２日 つながり・支え合う地域づくり 畝傍東小学校３年生 １０３ 

合  計 １９０ 



（４）保険取扱状況 

 加入状況 

保険種別 件数 加入者数 金額（円） 

ボランティア活動保険 ２００ ２,６４８ ９９５,０５０ 

ボランティア行事用保険 ２２６ １３,８９３ ３９０,９６４ 

福祉サービス総合補償 ３ 延３７２ １５,８３７ 

送迎サービス補償 － － － 

社協の保険 ２ ３０ ３１８,１０８ 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 ９ 延７,０２９ １８９,７８３ 

合  計 ４４０  １,９０９,７４２ 

 事故発生状況 

保険種別 件数 事故内容 

ボランティア活動保険 ４ けが３件、賠償１件 

ボランティア行事用保険 １ けが１件 

社協の保険 ２ けが２件 

合  計 ７  

 

共同募金配分金事業 

共同募金配分金事業（１０，２３１，１４７円） 

（１）主な収支状況 

 地域助成金                  ５，４１７，４４１円〈収〉 

 地域歳末たすけあい助成金           ３，７５４，７０６円〈収〉 

 重点助成分野特別助成金            １，０５９，０００円〈収〉 

 地域助成金の配分（自治会、民協等）      ２，１５６，０００円〈支〉 

 歳末見舞金として配分等              ６６７，５３０円〈支〉 

 固定資産取得費（パソコン１台）          ２６９，３５３円〈支〉 

 各事業に地域助成金の繰出           ４，０５１，０８８円〈支〉 

 各事業に地域歳末たすけあい助成金の繰出    ３，０８７，１７６円〈支〉 

（２）歳末施設訪問 

 ▽地域歳末たすけあい助成金、善意銀行への指定寄付及び障がい者等支援基金積立資産の一部を財

源に、市内高齢者施設及び障がい者施設に歳末見舞金として配分する。また、配分先の施設の利用

者に対し、年末のご挨拶として動画メッセージを送付する。 

 歳末見舞金 

 施設名 配分額（円） 

高
齢
者
施
設 

橿原園 ７０,０００ 

かなはし苑 ７０,０００ 

桃寿園 ７０,０００ 

香久山インパレス ７０,０００ 

橿原の郷 ７０,０００ 

ぽれぽれケアセンター白橿 ３５,０００ 

バンデ（絆） ７０,０００ 



花橿 ３５,０００ 

リンク橿原 ３５,０００ 

ケアステージみみなし ３５,０００ 

万葉テラス ３５,０００ 

大和三山 ３５,０００ 

鷺栖の里 ３５,０００ 

障
が
い
者
施
設 

あさひの ５０,０００ 

たけのこ園 ５０,０００ 

友の室 ５０,０００ 

生活支援センターはるかぜ ５０,０００ 

スクラム ５０,０００ 

合  計 ９１５,０００ 

  ※地域歳末たすけあい助成金６６５，０００円、善意銀行への指定寄付１５７，０００円、障がい

者等支援基金積立資産９３，０００円を活用 

（３）地域福祉活動支援助成金 

 ▽民間団体が行う地域福祉活動を支えるため、共同募金を活用した公募助成を行う。 

団体名 助成事業の内容 助成金額（円） 

車いす de 橿原神宮参拝プロジェクト 車いす利用者の橿原神宮参拝の支援 ５０,０００ 

FIRST Step 子育て世代の女性への支援 ５０,０００ 

 

生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（４，１７５，０００円） 

▽生活福祉資金貸付事業 

低所得者世帯や高齢者世帯、障がい者世帯等の生活を経済的に支え、在宅福祉の充実や社会参加

の促進を図ることを目的に、生活福祉資金の相談や貸付を行う。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                 ４，１７５，０００円〈収〉 

  内訳 生活福祉資金貸付等事務受託金       ４，１５３，０００円 

     臨時特例つなぎ資金貸付等事務受託金       ２２，０００円 

 人件費                    ２，９２０，１６４円〈支〉 

 民生委員への生活福祉資金活動費用弁償       ３１５，０００円〈支〉 

 事務所使用料                   ３０２，２９９円〈支〉 

 非常通報装置の設置                 ６９，９６０円〈支〉 

 その他事務費                   ５６７，５７７円〈支〉 

（２）生活福祉資金相談状況 

 相談件数  ２６１件 

       内訳 総合支援資金２件（生活支援費１件、住宅入居費０件、一時生活再建費１件）、 

          教育支援資金３２件、福祉資金４８件、不動産担保型生活資金４件、 

          緊急小口資金７２件、臨時特例つなぎ資金０件、その他１０３件 



（３）生活福祉資金貸付状況 

資金種別 件数 貸付金額（円） 

１．生活支援費 － － 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 １８ １０,２７２,０００ 

５．福祉資金 １２ ４,４４６,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 ３４ ２,７２０,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 － － 

合  計 ６４ １７,４３８,０００ 

▽奈良県フードレスキュー事業 

  生活に窮迫した相談者に対して、寄り添い、安心・安定した生活に向けた相談支援につなげていけ

るよう、一時的に食料品の提供を行う。 

  利用者数  １０名 

  支援食品数 ３０４個（レトルトご飯、缶詰、レトルトカレー、カロリーメイト） 

 

善意銀行運営事業 

善意銀行運営事業（５３２，９４１円） 

（１）主な収支状況 

 寄付金                      ９０４，６３９円〈収〉 

 歳末見舞金の一部として払出し           １５７，０００円〈支〉 

 前年度の寄付金を目的に沿って各事業に繰出     ３７５，９４１円〈支〉 

（２）善意銀行運営状況 

区分 事  項 件数 金額（円） 

収入の部 

１．一般寄付 ４３ ６５４,３１９ 

２．指定寄付 ２５ ２５０,３２０ 

 

（１）地域福祉のために 

（２）高齢者のために 

（３）障がい者のために 

１１ 

１ 

１３ 

６,０００ 

７３,３２０ 

１７１,０００ 

３．受取利息  １,８１１ 

４．前年度からの繰越金  ５３２,９４１ 

合  計 (Ａ)  １,４３９,３９１ 

支出の部 

１． 歳末見舞金の一部として払出  １５７,０００ 

２． 各事業に払出  ３７５,９４１ 

 （１）地域福祉活動支援事業  ３７５,９４１ 

合  計 (Ｂ)  ５３２,９４１ 

差引合計 (Ａ)－(Ｂ)  ９０６,４５０ 

  ※差引合計９０６，４５０円については、令和８年度へ繰越 

 

地域福祉基金運営事業 

地域福祉基金運営事業（１，８０３，８３２円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉基金積立資産の運用利息          ３０３，８３２円〈収〉 

 地域福祉基金積立資産の取崩          １，５００，０００円〈収〉 



 地域福祉活動支援事業に繰出          １，８０３，８３２円〈支〉 

（２）地域福祉基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ６２,１２３,６５２ ０ １,５００,０００ ６０,６２３,６５２ 

国債 ３０,０００,０００ ０ ０ ３０,０００,０００ 

合  計 ９２,１２３,６５２ ０ １,５００,０００ ９０,６２３,６５２ 

 

障がい者等支援基金運営事業 

障がい者等支援基金運営事業（３８８，１６２円） 

（１）主な収支状況 

 障がい者等支援基金積立資産の取崩         ３３０，０００円〈収〉 

 障がい者等地域活動団体への助成金         ２４４，８２６円〈支〉 

 歳末見舞金の一部として助成             ９３，０００円〈支〉 

 子どもの発達支援のため助成             ５０，０００円〈支〉 

 その他事業費                       ３３６円〈支〉 

（２）障がい者等支援基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ２７,９４０,０００ ０ ３３０,０００ ２７,６１０,０００ 

合計 ２７,９４０,０００ ０ ３３０,０００ ２７,６１０,０００ 

（３）障がい者等地域活動団体の支援 

 ▽障がい者団体や障がい者等支援団体の地域における事業活動やその運営に対して助成し、支援す

る。 

団体名 助成事業の内容 助成金額（円） 

アンクルン音楽クラブ con brio 障害者の音楽余暇活動 ５０,０００ 

スノーキャンパス 
発達障害・知的障害のある子どもの

余暇支援 
５０,０００ 

高齢聴覚障がい者の集い「すみれの会」 高齢聴覚障がい者の交流・ふれあい ５０,０００ 

音訳グループ「声のしおり」 視覚障がい者への音訳事業 ９４,８２６ 

（４）障がい者（児）の地域生活支援の充実 

 ▽障がい者（児）の日常生活での困りごとの把握やその解決に向けて、関係機関との懇談会を行い、

当事者の地域生活の充実を支援する。 

 障がい者（児）地域生活支援懇談会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

６月５日 医療的なケアが必要な障がい者（児）について ５ 

８月２１日 生活全般に支援が必要な障がい者（児）について ３ 

１０月１０日 療育が必要な障がい児について ６ 

２月６日 
障がい者（児）の生活上の困りごとを共有し、地域生活にお

ける支援について意見交換 
５ 

 



法人後見事業 

法人後見事業（４８０，０００円） 

▽認知症高齢者等や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人に対し、社協が成年後見

人等となり、成年被後見人等の財産管理や身上保護を行い、その権利を擁護する。 

（１）主な収支状況 

 成年後見制度利用支援事業助成金          ４５６，０００円〈収〉 

 法人後見報酬                    ２４，０００円〈収〉 

 広報・啓発費用                  １１２，０３５円〈支〉 

 権利擁護・成年後見システム利用料          ９１，９６０円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。システム利用料の総金額は２７５，８８０円） 

 成年後見制度利用促進等のための事業費        ４７，０１５円〈支〉 

 法人運営事業に繰出                ２２８，９９０円〈支〉 

（２）実施状況 

 受任件数  ２件（後見２件、保佐０件、補助０件）（令和８年３月３１日現在） 

 受任状況  新規件数 ０件 

       終了件数 ０件 

 相談状況 

内  容 件数 

成年後見制度について ４ 

申立て等について ２ 

合  計 ６ 

（３）任意後見講座実施状況 

 ▽地域住民等への啓発の場として、成年後見制度に関する理解を深めてもらうための講座を開催す

る。 

開催日 内  容 参加者数 

１１月１９日 
内容 高齢者支援と遺言・任意後見へのお誘い 

講師 奈良公証人会 会長 野路
の じ

正典
まさのり

 氏 
１５ 

 

日常生活自立支援事業 

日常生活自立支援事業（１，５７０，９８０円） 

▽認知症高齢者等や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人の権利を擁護するとと

もに、福祉サービスの利用援助や日常生活の相談、金銭管理などの援助を行うことで、地域で安心し

て生活ができるよう支援する。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                 １，２５７，０００円〈収〉 

 利用者負担金                   ３１３，９８０円〈収〉 

 嘱託職員、生活支援員人件費            ９４４，８１４円〈支〉 

 広報・啓発費用                  ２２４，０７０円〈支〉 

 権利擁護・成年後見システム利用料         １８３，９２０円〈支〉 

 その他事業費・事務費               ２１８，１７６円〈支〉 



（２）実施状況 

 契約者数  ２７名（令和８年３月３１日現在） 

 契約状況  新規件数 ２件 

       終了件数 ３件 

 支援時間数 ３１４．７５時間 

 相談援助件数（利用者に関する相談） ３４４件 

 相談状況 

内  容 件数 

制度・事業について  ２ 

初回相談  ８ 

合  計 １０ 

 

訪問介護事業 

訪問介護事業（２０，６２４，４９９円） 

▽要介護者へのホームヘルプサービス 

  要介護状態にある高齢者等（利用者）が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立

した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援助を

行う。 

▽要支援者へのホームヘルプサービス 

  要支援状態にある高齢者等（利用者）が可能な限りその居宅において、要支援状態の維持・改善と、

要介護状態への予防をし、自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護そ

の他の生活全般にわたる援助を行う。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                １０，２３３，７２６円〈収〉 

 総合事業収入                 ６，０４６，９９４円〈収〉 

 利用者負担金（要介護）            １，１４０，６７０円〈収〉 

 利用者負担金（要支援）              ７７４，１３９円〈収〉 

 介護人材確保・職場環境改善等事業補助金      ２０６，７７８円〈収〉 

 光熱費等高騰対策一時支援事業補助金          ４，０００円〈収〉 

 介護人材確保対策総合支援補助金          １００，０００円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員、ヘルパー人件費     １８，５９５，６８６円〈支〉 

 事務所使用料                   ３０２，２９９円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １１２，０３５円〈支〉 

 訪問介護システム利用料              １０５，６００円〈支〉 

 固定資産取得費（パソコン１台）          ２６９，３５３円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費    １，２３９，５２６円〈支〉 

（２）サービス提供（訪問介護）状況 

 活動者数 利用者数 生活援助（時間） 身体生活（時間） 身体介護（時間） 

４月  １４  ２４  ５６ １４９ １０４ 

５月  １５  ２２  ５９ １５８.５ １０９.５ 



６月  １４  ２０  ４３.５ １４６  ９９.５ 

７月  １４  １９  ４３ １６１.５ １０４.５ 

８月  １５  １８  ３３ １５０  ９４ 

９月  １５  １６  ３１ １３４.５  ７５.５ 

１０月  １５  １６  ３１ １５０  ８２.５ 

１１月  １４  １５  ３２ １２３  ７６.５ 

１２月  １６  １５  ３１ １２４  ７４ 

１月  １４  １４  ３８  ９４  ６８.５ 

２月  １４  １３  ３０.５  ７４.５  ７１.５ 

３月  １４  １２  ３９  ８３.５  ６５.５ 

合計 １７４ ２０４ ４６７ １,５４８.５ １,０２５.５ 

（３）サービス提供（第一号訪問）状況 

 活動者数 利用者数 活動時間（時間） 

４月  １６  ３８ １９７ 

５月  １６  ３６ １８３.５ 

６月  １６  ３３ １６６ 

７月  １６  ３５ １９０.５ 

８月  １７  ３５ １６０.５ 

９月  １３  ３５ １７１ 

１０月  １６  ３５ １８１ 

１１月  １５  ３４ １４７ 

１２月  １５  ３４ １４５.５ 

１月  １４  ３３ １３１ 

２月  １６  ３１ １２９.５ 

３月  １７  ３４ １５６ 

合計 １８７ ４１３ １,９５８.５ 

（４）ヘルパー定例会（研修）実施状況 

 ▽サービスの質の向上と社協職員としての資質の向上を目的に実施する。 

開催日 内  容 参加者数 

９月１８日 
感染症予防及びまん延防止研修・訓練 

虐待防止研修・身体拘束等適正化研修 
７ 

１２月１８日 
救急法短期講習 

BCP（業務継続計画）研修 
８ 

３月１９日 
動画研修 「認知症ケアについて」「脱水症について」 

雇用更新について 
９ 

 

障害福祉サービス事業 

障害福祉サービス事業（１３，８５７，２６１円） 

▽障がい者（児）へのホームヘルプサービス 

  ①居宅介護事業   障がい者の居宅において、身体介護や家事援助、生活上の相談を行うほか、

通院時に必要な介助を行う。 

  ②重度訪問介護事業 重度の肢体不自由者で、常時介護を必要とする人の身体介護や家事援助、移

動の介護、見守り等生活全般を支援する。 



  ③同行援護事業   視覚障がい者の外出に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動

の援護等を行う。 

（１）主な収支状況 

 居宅介護給付費収入              ９，７７０，７８０円〈収〉 

 重度訪問介護給付費収入              ３４７，８９５円〈収〉 

 同行援護給付費収入              ３，４０４，４１８円〈収〉 

 利用者負担金                   ２０８，２５６円〈収〉 

 障害福祉人材確保・職場環境改善等事業補助金    １５６，０２０円〈収〉 

 嘱託職員、ヘルパー人件費          １１，１８０，１５１円〈支〉 

 事務所使用料                   ２２６，７２５円〈支〉 

 障害福祉システム利用料              １４５，２００円〈支〉 

 人材紹介手数料                  ９９９，８６８円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費      ３０５，３１７円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出    １，０００，０００円〈支〉 

（２）サービス提供状況 

 
活動

者数 

利用

者数 

身体介護 

（時間） 

家事援助 

（時間） 

通院介助 

（時間） 
重度訪問

介護 

（時間） 

同行援護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 

※介護を 

伴わない 

※介護を 

伴う 

４月  １５  ２９ ２９.５ ２７５  ３.５ １１  １５    ８３ 

５月  １８  ２９ ３１ ２８０.５  ４  ９  １１    ７６.５ 

６月  １７  ２９ ３０ ２６９  ３.５  ７.５  １３    ７８.５ 

７月  １６  ２９ ３１.５ ２９１.５  ２  ８  １２    ５１.５ 

８月  １７  ２９ ３１ ２５８.５  ７  ７  １０    ６６.５ 

９月  １６  ２９ ２５.５ ２７４  ３.５  ５   ９    ５５.５ 

１０月  １７  ２９ １３.５ ２８２.５  ３.５  ２.５  １１    ７１ 

１１月  １６  ２７ ２３.５ ２３９  １.５  ２.５   ７    ８５.５ 

１２月  １７  ２５ １１.５ ２３６.５  ２  ０  １３    ７６.５ 

１月  １６  ２８ ３９ ２４０.５  ２  ３  １０    ７３.５ 

２月  １７  ２８ ４１ ２３９  ２  ０  １１    ８０ 

３月  １７  ２８ ４０.５ ２６５  ４.５  ０   ９    ７６ 

合計 １９９ ３３９ ３４７.５ ３,１５１ ３９ ５５.５ １３１   ８７４ 

 

移動支援事業 

移動支援事業（１，１１６，５１０円） 

▽移動支援事業の受託 

  障がい者（児）が安心して社会活動に参加できるよう移動支援サービスを提供する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，２２６，７１２円〈収〉 

 利用者負担金                    ２５，１１８円〈収〉 

 ヘルパー人件費                  ７７６，２６９円〈支〉 

 障がい者（児）の外出援助のための事業費・事務費  ２４０，２４１円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      １００，０００円〈支〉 



（２）サービス提供状況 

 
活動 

者数 

利用 

者数 

移動支援単独保障型 

（時間） 

移動支援単独補助型 

（時間） 

移動支援単独介護型 

（時間） 

４月  ５  ６ ２４ ８ １１ 

５月  ６  ６ ２３ ７ １１ 

６月  ７  ６ ２６ ７ １０ 

７月  ５  ７ ２８ ５.５ １０ 

８月  ６  ６ ２５.５ ６ １１ 

９月  ６  ５ ２５.５ ５ １０ 

１０月  ６  ８ ２８ ６.５ １４ 

１１月  ６  ６ ２１.５ ７.５ １０.５ 

１２月  ８  ６ ２０.５ ８ １８ 

１月  ６  ７ ２１.５ ８ １４.５ 

２月  ８  ６ ２０ ７ １４ 

３月  ６  ６ ２４ ６.５ １４.５ 

合計 ７５ ７５ ２８７.５ ８２ １４８.５ 

 

包括的支援事業 

包括的支援事業（７４，４２６，１０９円） 

▽地域の高齢者等の心身の健康保持及び生活の安定のために必要な援助を行い、地域の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援する。 

▽地域包括支援センター（南圏域）に保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等を配置し、それぞれ

が連携を図ることにより、地域で暮らす高齢者の介護・福祉・健康・医療など様々な悩み・疑問・相

談ごとに総合的に対応する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                        ６３，８０１，０００円〈収〉 

  ※令和６年度人件費にかかる返金額（１，０５９，０００円）を精算 

 介護予防支援事業から繰入                １０，６２５，１０９円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員人件費                ５５，５５６，２４４円〈支〉 

 かしはら街の介護相談室委託費              １４，４００，０００円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等             ９９６，４５９円〈支〉 

 事務所使用料                       １，２０９，１９８円〈支〉 

 広報・啓発費用                        ２２４，０７０円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                       ６９，９３３円〈支〉 

 その他地域包括支援センター運営にかかる事業費・事務費   １，９７０，２０５円〈支〉 

（２）総合相談支援業務 

 ▽高齢者の総合相談窓口として、かしはら街の介護相談室との連携を図るとともに、２４時間３６

５日の対応を行う。 

 相談状況 

区  分 件数 

介護保険 １,０２４ 

認知症 ８０７ 



虐待 ２３４ 

病気 ３２ 

医療 １０２ 

家族 ３５ 

権利擁護 ５７ 

生活資金 ４ 

介護予防 ０ 

日常生活 ２０３ 

ケアマネ支援 ６ 

その他 １９ 

合  計 ２,５２３ 

  ※認知症の件数には、後述の認知症地域支援推進員と認知症初期集中支援チームの相談件数を含

む。 

 ▽かしはら街の介護相談室との情報共有や連携を図り、総合相談支援業務等の円滑かつ効率的な対

応に取り組む。 

 かしはら街の介護相談室（南圏域） 

中学校区 事業者名 中学校区 事業者名 

八木（南） 香久山インパレス 白橿 桃寿園 

畝傍 あすならホーム畝傍 光陽 西井クリニック 

 ▽かしはら街の介護相談室事業評価に係る調査の実施 

   対象 かしはら街の介護相談室を受託する４法人 

   期間 ２月１７日、２月１８日 

 ▽地域包括ケアシステムの実現を目指し、研修会の開催や情報の共有などの連携を図るため、ブラ

ンチ連絡会を開催する。 

 ブランチ連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

４月１５日 令和７年度の業務について 他 ２９ 

 ▽高齢期を安心して過ごすための相談支援体制を構築するため、地域住民を対象に地域の課題やニ

ーズに合わせた教室を開催する。 

 地域の教室実施状況 

開催日 内  容 対  象 参加者数 

６月７日 
地域包括支援センター南エリアの周

知・啓発 

畝傍北小学校区 

地域福祉推進委員会 
 ６２ 

６月２１日 
①熱中症対策について 

②体と頭を使うゲーム 
香久山地区ふれあいサロン  ２５ 

９月１６日 地域包括支援センターの周知・啓発 菖蒲町２丁目サロン  １３ 

１１月１８日 
介護保険制度・地域包括支援センター

の役割 

橿原市民生児童委員協議会 

高齢福祉部会 
 ４８ 

２月２０日 フレイル予防について スマイルの会  ２３ 

２月２１日 MCI・認知症予防について 香久山地区ふれあいサロン  ２８ 

３月１７日 MCI・認知症予防について 菖蒲町２丁目サロン  １３ 

合  計 ２１２ 



（３）権利擁護業務 

 ▽成年後見制度の利用促進のため、橿原市権利擁護支援地域連携ネットワークの中核機関として、

相談対応や、必要に応じ後見人等候補者の調整などを行う。また、橿原市や関係機関との連携を密

にし、高齢者虐待の早期発見と早期対応を行うことで高齢者虐待の防止を図る。 

 相談状況 

 虐待 権利擁護 合計 

延対応件数 ２３４ ５７ ２９１ 

実人数  ２１ １７  ３８ 

  ※延対応件数は、前述の総合相談支援業務の相談状況の件数を再掲 

 ▽支援困難事案の情報を共有し解決に向けた検討や、高齢者虐待事案に対する判定を目的に会議を

開催する。 

 支援困難ケース検討会議・高齢者虐待判定会議実施状況 

名  称 回数 

支援困難ケース検討会議・高齢者虐待判定会議 １２ 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

 ▽包括的・継続的な支援体制の構築や地域におけるケアマネジャーのネットワークの構築を行う。

また、地域のケアマネジャーが抱える支援困難事案等への相談支援・助言を行う。 

 ▽居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象に研修会を実施する。 

 ケアマネジャー支援研修会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

６月１６日 

内容 脳血管疾患について～疾患理解や生活機能の改善、病院か

ら在宅への連携について～ 

講師 公益社団法人奈良県理学療法士協会 

 理事兼事務局長 和田
わ だ

善行
よしゆき

 氏 

 ７７ 

１２月１６日 

内容 心疾患の理解とケアマネジメント 

講師 橿原訪問看護ステーション 

   橿原訪問看護ステーションやわらぎの郷 

    所長 池之畑
いけのはた

直子
な お こ

 氏 

   ビックリー株式会社 きらら薬局医大前店 

    薬局長・管理薬剤師 増谷
ましたに

和也
か ず や

 氏 

 ７０ 

合  計 １４７ 

（５）在宅医療・介護連携推進事業 

 ▽医療機関や介護サービス事業者などの関係者との連携を図り、在宅医療と介護サービスを一体的

に提供するため、橿原市と協働して地域の医療・介護サービス資源の把握や地域住民への普及啓

発に努める。 

 ▽専門職のスキル向上や地域の専門職間のネットワークづくりを目的に、中学校区域で「多職種交

流勉強会」を開催する。 

 多職種交流勉強会実施状況 

名  称 回数 延参加者数 

多職種交流勉強会 １ ２２ 

  ※南圏域の中学校区域の合同開催として実施 



（６）生活支援体制整備事業（第２層） 

 ▽生活支援等サービスの提供体制の構築に向けて、日常生活圏域ごとに生活支援コーディネーター

を配置する。 

 ▽第１層の生活支援コーディネーターとの連携を図り、地域の現状や課題を地域住民や関係団体等

と共有するとともに、解決に向けた話し合いのため、日常生活圏域で「生活支援地域ケア会議」を

開催する。 

 生活支援地域ケア会議実施状況 

名  称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 ７ １１２ 

 ▽地域課題等を整理した町アセスメントシートを作成し、地域住民や関係団体等と共有する。また、

高齢者にとって日常生活に役立つ地域資源に関する情報を整理したリストやマップを作成・更新

し、地域住民への周知や活用促進を図る。 

   ・買い物支援サービス実施店 

   ・高齢者の地域の居場所 

   ・訪問理美容店舗 

（７）地域ケア会議 

 ▽専門職等がケアマネジメントのプロセスに関与し、多職種において課題及び背景・原因の分析を

より深め、要支援者等の自立支援の検討のため、市全域で「自立支援地域ケア会議」を開催する。 

 ▽ケアマネジャーや地域住民等から報告される個別の支援困難事案の解決に向けた検討や、地域の

支援体制の構築のため、「個別レベル地域ケア会議」を開催する。 

 地域ケア会議実施状況 

名  称 回数 検討件数 

自立支援地域ケア会議 ２ ４ 

個別レベル地域ケア会議 ２ ２ 

 

認知症総合支援事業（４，６１０，４１８円） 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ４，０００，０００円〈収〉 

 介護予防支援事業から繰入             ６１０，４１８円〈収〉 

 嘱託職員人件費                ３，９９３，８３１円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等        ９０，５８７円〈支〉 

 事務所使用料                   １５１，１５０円〈支〉 

 その他認知症関係事業費              ３７４，８５０円〈支〉 

（２）認知症地域支援推進員の配置 

 ▽地域包括支援センターに認知症地域支援推進員(認知症の専門相談員)を配置し、認知症疾患医療

センターやかかりつけ医と連携することで、医療と介護の切れ目のないサービスを提供するとと

もに、地域ケアに対する専門的な支援を行う。 

   相談件数 ７３１件（実人数７５名） 



 ▽認知症に関する啓発活動を実施する。 

 実施状況 

実施日 内  容 場所 

９月２日～３０日 認知症に関する図書の展示 橿原市立図書館 

９月２０日 
世界アルツハイマーデーに認知症に関するチラシ等

を配布 
近鉄大和八木駅前 

１１月８日 
認知症普及啓発イベント「みんなで学ぼう認知症」（主

催 橿原市）において出張認知症相談窓口の設置 

イオンモール橿原

１階サンシャイン

コート 

（３）認知症初期集中支援チームの設置 

 ▽認知症の早期診断・早期対応を促進するため、複数の専門職で構成する認知症初期集中支援チー

ムを設置する。認知症初期集中支援チーム医と連携し、適切な支援につながっていない認知症の

人やその家族への早期診断・早期対応に向けた支援を行う。 

   相談件数 ０件（実人数０名） 

 認知症初期集中支援チーム員会議実施状況 

名  称 回数 検討件数 

認知症初期集中支援チーム員会議 ０ ０ 

（４）地域住民対象の講座の開催 

 ▽認知症の人やその家族を地域で見守り、支援するため、講座を開催する。 

 地域住民対象の講座開催状況 

開催日 内  容 参加者数 

１１月１５日 

認知症講座（オレンジカフェ） 

内容 認知症予防と対策 大切なのは「知る・備える・つながる」 

講師 医療法人春秋会 城山病院看護部 

    認知症看護認定看護師 山﨑
やまさき

史子
ふ み こ

 氏 

１９ 

（５）オレンジカフェの開催 

 ▽認知症の人やその家族が集まって、悩みを話したり、介護の情報を得たりする交流の場として、オ

レンジカフェ（認知症カフェ）を開催する。 

 オレンジカフェ開催状況 

名称 回数 延参加者数 開催日時 

オレンジカフェ １２ ２０５ 

第３水曜日（８月・１１月を除く） 
  午後１時３０分～午後３時３０分 
８月３０日（土）、１１月１５日（土） 
  午前１０時～午前１１時３０分 

 

介護予防支援事業 

介護予防支援事業（２５，８８７，１２４円） 

▽指定介護予防支援 

  要支援者が、介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよう、介護予防サービス・支援

計画を作成するとともに、その計画に基づく介護予防サービスの提供が確保されるよう、関係機関

との連絡調整などを行う。また、公正中立なケアマネジメントの確保や平時から医療機関との連携

に努める。 



▽第一号介護予防支援 

  要支援者や近い将来要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者が、介護予防及び生活支援を

目的に、心身の状況等に応じて適切な事業が提供されるよう、介護予防ケアマネジメントを作成す

るとともに、その計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整などを行

う。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                 １２，２６４，４３０円〈収〉 

 総合事業収入                  ６，４０８，５８３円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員人件費           １３，２８４，０７３円〈支〉 

 介護予防支援システム保守料等            ２７１，７６２円〈支〉 

 事務所使用料                    ３０２，２９９円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                  ６９，９３３円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費       ７２３，５３０円〈支〉 

 包括的支援事業に繰出             １０，６２５，１０９円〈支〉 

 認知症総合支援事業に繰出              ６１０，４１８円〈支〉 

（２）実施状況 

 委託契約事業所件数 ５７件（令和８年３月３１日現在） 

 介護予防サービス・支援計画作成給付管理実施状況 

 
地域包括支援センター 委託事業所 

合計 
新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １２ １２５ １３７ １３ ４９２ ５０５ ６４２ 

５月 ７ １３７ １４４ １７ ５００ ５１７ ６６１ 

６月 １３ １４１ １５４ ９ ５００ ５０９ ６６３ 

７月 １０ １５７ １６７ １４ ４９５ ５０９ ６７６ 

８月 ７ １６７ １７４ ７ ４８６ ４９３ ６６７ 

９月 １４ １７２ １８６ ７ ４９１ ４９８ ６８４ 

１０月 １０ １７７ １８７ ６ ４９４ ５００ ６８７ 

１１月 ８ １７７ １８５ ８ ４８４ ４９２ ６７７ 

１２月 １２ １８６ １９８ １５ ４８１ ４９６ ６９４ 

１月 １０ ２０３ ２１３ １０ ５０１ ５１１ ７２４ 

２月 １０ ２１５ ２２５ １１ ４８１ ４９２ ７１７ 

３月 ４ ２２４ ２２８ １５ ４８１ ４９６ ７２４ 

合計 １１７ ２,０８１ ２,１９８ １３２ ５,８８６ ６,０１８ ８,２１６ 

 介護予防ケアマネジメント A 作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ８ ７１ ７９ ８ ２８１ ２８９ ３６８ 

５月 ６ ７３ ７９ ２ ２８８ ２９０ ３６９ 

６月 ６ ７６ ８２ ５ ２８０ ２８５ ３６７ 

７月 ８ ８０ ８８ ５ ２７９ ２８４ ３７２ 

８月 ４ ８４ ８８ ３ ２７２ ２７５ ３６３ 

９月 ５ ８１ ８６ ３ ２７０ ２７３ ３５９ 



１０月 １０ ８５ ９５ ４ ２６７ ２７１ ３６６ 

１１月 ４ ９４ ９８ ４ ２５８ ２６２ ３６０ 

１２月 ７ ９０ ９７ ３ ２５５ ２５８ ３５５ 

１月 １２ ８５ ９７ １ ２３４ ２３５ ３３２ 

２月 ４ ９３ ９７ ６ ２２２ ２２８ ３２５ 

３月 ６ ９２ ９８ ５ ２１９ ２２４ ３２２ 

合計 ８０ １,００４ １,０８４ ４９ ３,１２５ ３,１７４ ４,２５８ 

 介護予防ケアマネジメント B 作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ ８ ８ ０ ４ ４ １２ 

５月 ０ ７ ７ ０ ４ ４ １１ 

６月 １ ７ ８ ０ ５ ５ １３ 

７月 １ ９ １０ ０ ５ ５ １５ 

８月 １ ７ ８ ０ ５ ５ １３ 

９月 １ １０ １１ ０ ５ ５ １６ 

１０月 ０ １２ １２ ０ ５ ５ １７ 

１１月 １ ９ １０ ０ ５ ５ １５ 

１２月 ０ ９ ９ ０ ５ ５ １４ 

１月 ０ ８ ８ ０ ４ ４ １２ 

２月 ０ ６ ６ ０ ７ ７ １３ 

３月 ０ ４ ４ ０ ７ ７ １１ 

合計 ５ ９６ １０１ ０ ６１ ６１ １６２ 

 

（注釈） 

サービス区分名 

事業名（決算額） 

 決算額には、拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））における当該事業の事業活動による収支、施

設整備等による収支、その他の活動による収支のそれぞれの支出額の内部取引消去前の合計額を記載 

 〈収〉は収入 

 〈支〉は支出 


